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発表項目 
県域を超えてともに防災を学ぶ 

『防災講演会』を１月２５日に開催 

概 要 

 

 

 

宍粟市の東西の市町村には山崎断層帯が伸びており、当断層を震源とする地震（内陸

型活断層地震）の大規模災害の発生が懸念され、防災対策がますます重要になってきて

います。 

そこで、兵庫、岡山、鳥取の県境にあり、この断層を直下に抱える自治体の議員によ

り構成している「兵庫県・鳥取県・岡山県五市町村県境圏域議員連盟」では、地震発生

のメカニズムを学ぶとともに、自助・共助・公助に根ざした災害発生時の対応や防災対

策を学ぶため防災講演会を実施します。 

 

日 時  平成 30年１月 25日（木）  14時 30分～16時 00分 

 

場 所  宍粟防災センター ５階ホール（宍粟市山崎町鹿沢 65番地 3） 

 

主 催  兵庫県・鳥取県・岡山県五市町村県境圏域議員連盟 

 

テーマ 『自助・共助・公助に根ざした防災対応：近年の災害事例・取り組み事例から』 

 

講 師 中林 啓修さん（公益財団法人ひょうご震災記念 21 世紀研究機構 人と防災

未来センター主任研究員） 

略歴  ・慶應義塾大学 SFC 研究所上席研究員 

      ・明治大学研究・知財戦略機構研究推進員 

      ・沖縄県知事公室地域安全政策課主任研究員 

      ・平成 28 年 4 月より現職 

 

対 象  圏域の住民の方・五市町村の議会議員及び行政関係職員 

 

定 員  200 名（無料、先着順）  

参 考 

兵庫県・鳥取県・岡山県五市町村県境圏域議員連盟とは 

兵庫県宍粟市・佐用町、鳥取県智頭町、岡山県美作市・西粟倉村の議会議員で県境を

越えて組織された連盟です。 

担当者からの 

お願い 
 

担当課 

（問合わせ先） 
所属 議会事務局 担当 岡﨑・小谷 ℡ 0790-63-3126 

 



防 災 講 演 会 実 施 計 画 
 

 

  山崎断層帯地震（内陸型活断層地震）の大規模災害の発生が懸念されるなか、活断層を直下

に抱える自治体として、防災対策はますます重要になっています。 

  こうしたことから、地震発生のメカニズムを学ぶとともに、自助・共助・公助に根ざした災

害発生時の対応や防災対策を学ぶため防災講演会を実施します。 

 

 

日時  平成 30年 1月 25日（木）  14時 30分～16時 00分 

 

場所  宍粟防災センター ５階ホール（宍粟市山崎町鹿沢 65番地 3） 

 

主催  兵庫県・鳥取県・岡山県五市町村県境圏域議員連盟 

（兵庫県宍粟市・佐用町、鳥取県智頭町、岡山県美作市・西粟倉村の議会議員で構成） 

 

講演 

  テーマ：『自助・共助・公助に根ざした防災対応：近年の災害事例・取り組み事例から』 

  講師：中林啓修  氏 

（公益財団法人ひょうご震災記念 21 世紀研究機構 人と防災未来センター主任研究員） 

略歴  ・慶應義塾大学 SFC 研究所上席研究員 

      ・明治大学研究・知財戦略機構研究推進員 

      ・沖縄県知事公室地域安全政策課主任研究員 

      ・平成 28 年 4 月より現職 

 

対象  圏域住民の方・五市町村の議会議員及び行政関係職員 

 

定員  200 名（先着順） 

 

問合せ  兵庫県・鳥取県・岡山県五市町村県境圏域議員連盟事務局 

        宍粟市議会事務局 ℡0790-63-3126 

 

 

公益財団法人ひょうご震災記念 21世紀研究機構  人と防災未来センター  とは 

  平成 7年に発生した阪神淡路大震災の教訓を後世に伝えるため、平成 14年 4月に兵庫県が設置しました。 

  地震等に関する学術的な研究を行うほか、災害文化の形成、地域防災力の向上、防災政策の開発支援など安

全・安心な市民協働・減災社会の実現を目指して活動しています。 

  10 名の研究員を擁し、国内外で大規模な災害が起こった時は、いち早く現地入りし助言や支援活動を行う

など、災害全般について対策や情報発信の基地となっています。 


